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近
年
の
中
固
に
お
け
る
、
非
中
園
漢
文
丈
献
の
研
究
の
進
展
に
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
強
力
な
推
進
者
の
ひ
と
り
で
あ

る
張
伯
偉
氏
が
こ
こ
数
年
の
成
果
を
一
書
に
ま
と
め
た
。
本
書
『
方

法
と
し
て
の
漢
文
化
圏
』
で
あ
る
。

全
九
篇
か
ら
な
る
本
書
の
内
容
は
、
唐
代
か
ら
、
近
代
ま
で
、
中

圃
・
朝
鮮
・
日
本
に
わ
た
る
麿
汎
な
も
の
で
、
そ
の
い
ち
い
ち
に
つ

い
て
論
評
す
る
こ
と
は
、

日
本
漢
丈
島
ア
研
究
が
専
円
で
あ
る
評
者
の

手
に
飴
る
。
内
容
の
紹
介
と
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
関
連
研
究
や

類
似
の
作
品
・
作
家
等
を
奉
げ
る
こ
と
で
責
を
塞
ぎ
、
間
接
的
に
張

氏
の
研
究
の
意
義
を
照
ら
し
出
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

書

評

* 

* 

* 

ま
ず
序
章
と
し
て
書
名
と
同
題
の
文
章
が
置
か
れ
て
い
る
。
著
者

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
皐
同
盟
系
の
影
響
下
で
形
成
さ
れ
て
き
た
一
九

世
紀
以
降
の
中
国
に
お
け
る
事
聞
を
反
省
す
る
契
機
と
し
て
ポ

1

yレ

コ

コ二
ン

「
知
の
帝
国
主
義

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
中
国

像
』
(
邦
語
書
名
に
よ
る
)
と
溝
口
雄
一
一
一
『
方
法
と
し
て
の
中
園
」
を

奉
げ
る
。
い
ず
れ
も
西
洋
の
眼
を
通
し
て
中
園
を
見
る
事
へ
の
批
判

で
あ
る
が
、
特
に
後
者
の
、
江
戸
時
代
以
来
の
日
本
漢
皐
(
日
本
文

化
か
ら
見
た
中
園
)
と
も
西
洋
式
中
国
民
子
と
も
異
な
る
、
第
三
の
道
、

中
園
の
内
部
か
ら
そ
の
原
理
を
見
出
す
こ
と
を
目
指
す
姿
勢
に
共
感

を
表
明
す
る
。

し
か
し
著
者
は
す
ぐ
さ
ま
、
そ
の
姿
勢
と
停
統
的
な
中
圏
中
心
主

義
(
中
華
思
想
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
)
と
の
混
同
に
警
告
を
護

し
、
中
国
人
と
し
て
、
自
己
を
見
る
覗
貼
、
他
者
を
見
る
覗
知
、
そ

し
て
他
者
の
眼
を
通
し
て
自
己
を
見
る
第
三
の
↓
嗣
賄
を
持
つ
必
要
が

あ
る
と
述
べ
る
。
こ
の
第
三
の
頑
貼
の
設
定
に
お
い
て
有
益
な
資
料

と
な
る
の
が
、
中
圃
以
外
の
地
域
に
お
い
て
成
立
し
た
漢
文
文
献
、
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著
者
い
う
と
こ
ろ
の
「
域
外
漢
籍
」
で
あ
る
。

著
者
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
陳
寅
惜
の
言
を
引
き
な
が
ら
、
そ

れ
ら
の
資
料
を
車
に
中
国
理
解
の
た
め
に
奉
仕
さ
せ
る
補
助
的
役
割

と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
域
内
漢
籍
と
同
等
の
債
値
を
認
め
、
相
互

に
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
文
化
圏
|
|
す
な
わ
ち

漢
文
化
圏
全
躍
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
「
導
一
言
」
は
も
と
《
中
園
丈
化
》
二

O
O九
年
秋
季

競
に
掲
載
さ
れ
、
ま
た
『
東
ア
ジ
ア
漢
籍
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
旨
京

都
珠
稿
集
「
域
外
漢
籍
」
の
研
究
慣
値
を
考
え
る
』
(
二
O
O九

年

一
月
一
四
円
開
催
、
い
わ
ゆ
る
「
に
ん
ぷ
ろ
」
の
う
ち
静
永
健
班
主
催

の
も
の
)
に
大
淵
貴
之
氏
の
翻
諜
を
付
し
て
牧
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で

は
、
具
瞳
的
な
研
究
上
の
覗
貼
と
し
て
、
典
籍
の
流
停
、
人
物
の
交

流
、
イ
メ
ー
ジ
の
壁
選
、

の
三
つ
を
奉
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
著
者
自
身
の

研
究
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
本
書
牧
録
の
際
、
所
収
論
文
と
の
重
複

を
避
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
部
分
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

* 

* 

* 

以
下
、
個
別
の
論
丈
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
九
本
の
タ
イ
ト
ル

は
以
下
の
通
り
。
(
仮
に
通
し
番
競
を
付
す
)

東
亜
丈
化
意
象
的
形
成
輿
嬰
遷
以
文
向
学
輿
給
書
一
中
的
騎
櫨

輿
騎
牛
馬
例

2 

漢
丈
島
ナ
史
上
的
一
七
六
四
年

3 

朝
鮮
時
代
女
性
詩
文
集
編
纂
流
惇
的
文
化
史
考
察

論
唐
代
的
詩
皐
暢
舘
書

4 5 

ぷ
寅
貢
μ

小
考

6 

李
鉦
《
百
家
詩
話
抄
》
小
考

7 

廓
門
貫
徹
《
注
石
門
丈
字
棺
》
調
論
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8 

従
朝
鮮
書
目
看
漢
籍
交
流

9 

朝
鮮
時
代
女
性
詩
丈
集
解
題

1
「
束
ア
ジ
ア
文
化
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
費
遷
|
|
丈
島
ナ
と
給
量

に
お
け
る
騎
櫨
と
騎
牛
を
例
に
|
|
」
は
、
社
甫
・
孟
浩
然
ら
多
数

の
中
園
詩
人
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
櫨
馬
に
乗
る
丈
人
の
イ
メ
ー
ジ

が
、
高
麗
・
朝
鮮
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、

ま
た
愛
容
し
て
い
っ
た
か
を
、
漢
詩
文
作
品
お
よ
び
給
量
の
作
例
を

博
捜
・
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
園
に
お
い
て
騎
瞳
と
は
、
社
甫



や
孟
浩
然
の
生
涯
と
結
び
つ
き
、
騎
馬
(
官
吏
・
富
貴
)
と
の
針
比

で
在
野
・
貧
困
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
奥
さ
れ
、
政
治
性
を
強
く
帯
び
た

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
高
麗
・
朝
鮮
に
入
る
と
、
現
貫
生
活
に
お

い
て
牛
を
移
動
手
段
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
「
騎
牛
」
が

騎
櫨
に
取
っ
て
代
わ
り
在
野
・
脱
俗
の
イ
メ
ー
ジ
を
捨
う
よ
う
に
な

る
が
、
そ
の
政
治
性
は
保
持
・
強
化
さ
れ
る
。

一
方
、
給
量
に
お
い

て
は
惇
統
的
書
一
題
と
し
て
騎
櫨
園
が
多
数
作
ら
れ
て
い
る
。
日
本
に

お
い
て
は
五
山
丈
撃
に
お
い
て
騎
腕
組
の
モ
チ
ー
フ
が
愛
用
さ
れ
、
中

圃
と
同
様
の
イ
メ
ー
ジ
が
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
日
本
に

は
櫨
馬
が
い
な
い
た
め
、
騎
櫨
は
完
全
に
虚
構
の
世
界
の
産
物
で
あ

り
、
政
治
性
が
希
薄
に
な
っ
て
、
踏
的
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
て
貧
困

H

風
流
と
い
う
方
向
に
饗
化
し
て
い
く
、
と
す
る
。

一
つ
の
モ
チ
ー
フ
に
着
目
し
て
、
そ
の
丈
島
了
給
量
雨
者
に
お
け

る
イ
メ
ー
ジ
形
成
を
辿
る
と
い
う
の
は
、
地
域
・
時
代
を
限
定
し
て

も
非
常
に
困
難
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
中
・
朝
・
日
三
園
に
つ

い
て
、
議
生
か
ら
ほ
ぼ
終
罵
に
至
る
ま
で
を
カ
バ
ー
し
た
本
論
文
は
、

そ
の
作
業
量
の
毘
大
さ
に
ま
ず
犀
一
倒
さ
れ
る
(
五
山
文
撃
に
つ
い
て
は
、

騎
騒
を
主
題
と
し
て
い
な
い
作
品
に
ま
で
目
配
り
が
及
ん
で
い
る
こ
と
に
驚

書

評

か
さ
れ
た
)
。
結
論
も
首
肯
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
五
山
丈

墜
に
つ
い
て
、
そ
の
非
政
治
性
を
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
結
び
つ
け

る
の
は
や
や
強
引
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
中
園
・
朝
鮮
と
の
比
較
か
ら

言
え
ば
、

日
本
文
筆
全
般
に
政
治
性
が
乏
し
く
、
そ
の
理
由
を
求
め

る
と
そ
こ
に
行
き
着
い
て
し
ま
う
の
は
仕
方
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な

、A
f

、

し
，
刀

五
山
丈
息
子
が
出
家
者
(
禅
僧
)
に
よ
る
丈
挙
行
矯
で
あ
り
、

し
か
し
室
町
幕
府
と
緊
密
な
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
、
相
反
す
る
係

件
を
踏
ま
え
た
考
察
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
に
は
中
川
徳
之
助
「
「
白
鴎
」
考
」
(
『
日
本
中
世
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間
林
文
間
八
千
論
孜
』
清
文
堂
出
版
、

一
九
九
九
、
所
収
。
初
出
一
九
五
七
l
七

一
一
一
)
や
朝
倉
向
『
樟
林
の
丈
撃

中
園
丈
向
学
受
容
の
様
相
」
(
清
文
堂

，'t¥ 
版

一
九
八
五
。
初
山
一
九
六
八
l
八
四
)
と
い
う
成
果
が
あ
る
。
ま

た
美
術
史
で
は
島
田
修
二
郎
・
入
矢
義
高
監
修
「
禅
林
書
一
賛

中
世

水
墨
書
一
を
謹
む
』
(
毎
日
新
聞
祉
、

会
九
八
七
)
が
ま
と
ま
っ
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
前
者
は
丈
撃
作
品
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は

美
術
史
研
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
給
量
と
書
一
賛
と
を
合
わ
せ
て
謹
解

し
よ
う
と
い
う
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
書
一
賛
の
誼
解
に
は
問

題
も
多
く
、
近
年
再
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
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わ
ち
、
丈
墜
と
給
童
旦
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
と
い
う
方
法
は
、
漢
文

挙
分
野
に
お
い
て
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
も
本
論
丈
は
重
要
な
成
果
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
杜
甫
の
騎
櫨
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
太
田
亨
「
日
本
騨
林

に
お
け
る
社
詩
受
容
に
つ
い
て
|
|
中
期
禅
林
に
お
け
る
社
甫
霊
園

賛
詩
に
着
目
し
て
|
|
」
(
『
中
岡
中
世
文
筆
研
究
』
四
王
・
四
六
合
併
競
、

二
O
O
四
・
一

O
)
に
言
及
が
あ
り
、
「
窮
者
而
詩
工
也
」
(
貧
困
か
ら

詩
が
生
ま
れ
る
)
と
い
、
つ
言
説
に
注
目
し
て
い
る
。

本
論
文
は
全
瞳
を
や
や
節
略
し
た
形
で
石
守
謙
・
一
惨
肇
亨
編
《
東

亜
文
化
意
象
之
形
塑
》
(
塞
北
・
允
長
文
化
、
二
O
一
一
)
に
「
東
亜
丈

的
晶
子
血
ハ
給
書
一
中
的
騎
瞳
奥
騎
牛
意
象
」
と
し
て
牧
め
ら
れ
て
い
て
、
こ

ち
ら
は
園
版
が
豊
富
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。

2

「
漢
文
皐
史
上
の
一
七
六
四
年
」
は
、
こ
の
年
(
資
暦
一
四
年

日
明
和
一
九
年
)
に
来
日
し
た
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
文
人
と
の
交
流
が
、

そ
の
後
の
朝
鮮
丈
壇
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
か
を
巨
細

に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

通
信
使
は
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
、
原
則
と
し
て
将
軍
の
代
替
わ
り

ご
と
に
抵
遣
さ
れ
、
豊
臣
秀
吉
の
侵
略
行
矯
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
雨

国
間
の
平
和
的
通
交
を
確
認
す
る
一
大
行
事
で
あ
っ
た
。
通
信
使
た

ち
は
敵
情
説
察
の
報
告
を
朱
ね
て
日
銀
を
記
し
、
ま
た
丈
化
交
流
と

し
て
日
本
の
撃
者
・
詩
人
と
詩
文
の
磨
酬
や
筆
談
を
行
っ
た
。
日
本

側
に
と
っ
て
は
朱
子
準
の
先
達
に
鰯
れ
る
絶
好
の
機
舎
で
あ
り
、
ま

た
そ
こ
で
丈
名
を
高
め
る
こ
と
が
個
人
あ
る
い
は
事
抵
の
名
琴
と
も

な
っ
て
い
た
。
朝
鮮
側
は
、
正
徳
元
年
(
一
七

一
)
の
通
信
使
を

雁
接
し
た
新
井
白
石
ほ
か
を
例
外
と
し
て
、
概
し
て
日
本
の
四
国
字
義
全

般
を
低
く
見
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
の
賓
暦
の
通
信
使
に
よ
っ
て
一
一
愛

し
、
高
い
評
慣
を
輿
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
見
聞
や
持
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ち
闘
っ
た
詩
文
集
が
流
布
し
、

日
本
漢
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
編
ま

れ
、
日
本
丈
人
の
風
流
が
稽
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
彼
ら
自
身
の
皐
雲
へ
の
反
省
を
も
た
ら
し
た
。
ひ
と
つ

は
白
園
の
女
性
詩
人
へ
の
評
債
、
も
う
一
つ
は
野
賢
固
と
見
な
し
て

い
た
清
朝
の
事
雲
の
慣
値
の
認
識
で
あ
る
。
特
に
後
者
は
、
日
本
の

島
十
塞
の
進
展
が
、
長
崎
を
通
じ
て
輸
入
さ
れ
た
清
代
の
著
述
の
流
布

に
原
因
が
あ
る
と
の
認
識
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
日
本

に
お
い
て
は
、
朝
鮮
を
封
等
も
し
く
は
や
や
劣
等
と
見
な
す
風
潮
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
が
ひ
い
て
は
近
代
の
ア
ジ
ア
観
に
つ
な



が
る
の
で
は
な
い
か
、
と
著
者
は
見
通
し
を
述
べ
て
論
を
結
ん
で
い

る
本
論
文
も
、
朝
鮮
・
日
本
の
闘
係
丈
献
を
属
く
見
渡
し
て
、
特
に

朝
鮮
丈
壇
に
お
け
る
反
響
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
て
い
る
貼
に
高
い
濁

創
性
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
漢
文
問
晶
子
に
お
い
て
は
、
著
者
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、
荻
生
但
僚
に
始
ま
る
古
丈
辞
皐
振
の
蓋
頭
が
そ
れ
ま
で

の
挙
妻
を
一
一
愛
さ
せ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
江
戸
に
擦
貼
が

あ
っ
た
祖
僚
の
弟
子
た
ち
が
、
藩
儒
と
し
て
、
ま
た
市
井
の
儒
者
と

し
て
全
国
に
散
ら
ば
り
、
そ
の
皐
風
を
麿
め
、
そ
れ
に
封
す
る
朱
子

事
者
の
反
設
、
あ
る
い
は
雨
者
を
折
衷
し
よ
う
と
す
る
新
た
な
動
き

が
起
こ
っ
て
、
詩
文
・
儒
墜
と
も
に
活
性
化
し
て
き
た
の
が
ま
さ
に

」
の
一
八
世
紀
中
葉
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
朝
鮮
側
資
料
か
ら
裏

付
け
た
と
い
う
鈷
に
お
い
て
、
日
本
漢
文
向
学
研
究
に
と
っ
て
も
貴
重

な
成
果
で
あ
る
。

日
本
で
は
高
橋
博
巳
氏
が
精
力
的
に
こ
の
前
後
の
日
本
・
朝
鮮
・

中
園
丈
壇
の
動
向
を
追
っ
て
い
て
、

『
東
ア
ジ
ア
の
丈
塞
共
和
園

通
信
使
・
北
風
宇
一
倣
・
菜
龍
堂
」
(
新
典
壮
、
二

O
O
九
)
お
よ
び
多
数

の
論
文
を
も
の
し
て
い
る
。
氏
は
丈
人
同
士
の
友
情
や
共
感
を
重
頑

書

評

し
た
覗
黙
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
賄
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
釘
立

摩
擦
(
と
そ
の
克
服
)
と
い
う
部
分
に
注
目
す
る
張
氏
と
は
異
な
る

が
、
こ
れ
は
同
じ
事
象
の
二
つ
の
面
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
論
文
は
内
山
精
也
氏
の
翻
課
に
よ
り
、
浅
見
洋
二
氏
と

許
者
の
編
に
な
る

『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
(
束
ア
ジ
ア
海
域
叢

書
二
二
、
汲
古
書
院
、
二
O
二
一
刊
行
設
定
)
に
も
牧
録
さ
れ
る
。
こ
こ

に
高
橋
氏
も
同
じ
通
信
使
に
閲
す
る
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る
の
で
併

せ
て
御
覧
頂
き
た
い
。

3
「
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
女
性
詩
文
集
の
編
纂
と
流
布
に
閲
す
る
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文
化
史
的
考
察
」
は
、
女
性
詩
文
集
の
編
纂
と
流
布
の
賓
態
を
追
う

と
と
も
に
、
そ
れ
が
何
の
た
め
に
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ

た
か
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
六
世
紀
末
に
始
ま
る
編
纂
行
矯

の
前
提
と
し
て
、
明
末
清
初
の
中
園
に
お
け
る
総
集
に
、
相
首
程
度

朝
鮮
女
性
詩
人
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
中
園
人
女
性

の
作
品
が
別
集
・
総
集
と
も
に
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
を

奉
げ
る
。
そ
れ
ら
の
典
籍
が
流
入
し
、
刺
激
を
輿
え
た
と
す
る
の
で

あ
る
。

一
方
、
内
護
的
理
由
と
し
て
、
特
に
一
八
世
紀
後
宇
以
降
の

女
性
意
識
の
自
覚
を
指
摘
し
て
い
る
。
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ち
な
み
に
本
書
末
尾
に
置
か
れ
た

9
「
朝
鮮
時
代
女
性
詩
文
集
解

題
」
は
、
本
論
文
の
各
論
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
、

一
六
世
紀
か

ら
二

O
世
紀
初
頭
に
至
る
女
性
詩
文
集
(
別
集
・
総
集
)
三
七
種
に

つ
い
て
、
作
者
の
惇
記
、
所
牧
作
品
の
内
容
、
惇
本
等
詳
細
に
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
許
楚
姫
『
蘭
雪
軒
集
』
に
は
、
朝
鮮
版
二

一
)
の
和
刻
本
が
あ
る
こ
と
も
指

本
の
ほ
か
、
正
徳
元
年
(
一
七

摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
8

「
朝
鮮
書
目
よ
り
見
た
漢
籍
交
流
」
に
お

い
て
、
中
園
惇
統
の
目
録
的
学
的
方
法
に
よ
っ
て
朝
鮮
に
流
布
し
た
漢

籍
を
検
討
し
た
な
か
で
、
現
代
韓
園
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
作
ら
れ

た
目
録
も
細
大
漏
ら
さ
ず
鯛
れ
て
い
る
(
た
だ
し
藤
本
幸
夫
『
日
本
現

存
朝
鮮
本
研
究
』
京
都
大
随
一
干
皐
術
出
版
合
、
二
O
O
六
、
に
は
言
及
せ
ず
)

こ
と
の
副
産
物
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
前
近
代
日
本
の
女
性
詩
人
に
つ
い
て
は
、
大
曾
根
章
介

「
平
安
初
期
の
女
流
漢
詩
人
|
|
有
智
子
内
親
王
を
中
心
に
し
て

|
|
」
(
『
大
曾
根
章
介
日
本
漢
文
霊
嗣
集
』
二
、
汲
士
門
書
院
、

一
九
九
八
。

初
山
一
九
六
九
)
や
一
拍
島
理
子
校
注
『
江
戸
漢
詩
選

女
流
』
(
岩

波
書
庖
、

一
九
九
五
)
な
ど
が
参
考
に
な
る
が
、
本
書
の
よ
う
な
網
羅

的
な
紹
介
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

冒
頭
、
序
章
に
関
連
し
て
、
著
者
が
掲
げ
る
三
つ
の
頑
鈷
に
鯖
れ

た
。
論
文
1
は
イ
メ
ー
ジ
の
饗
遷
を
、
論
文
2
は
人
物
の
交
流
を
、

そ
し
て
論
文
3
は
典
籍
の
流
停
を
追
っ
た
も
の
で
あ
り
、

い
わ
ば
著

者
の
考
え
る
域
外
漢
籍
研
究
の
方
法
の
具
樫
的
責
践
に
な
っ
て
い
る
。

* 

* 

* 

4

「
唐
代
の
詩
事
流
行
書
に
つ
い
て
」
と

5

「
「
賓
貢
」
小
考
」

は
、
テ
l
マ
と
し
て
は
中
圃
丈
島
ナ
内
部
の
問
題
で
あ
る
が
、
《
中
園

詩
同
学
研
究
》
《
全
唐
五
代
詩
格
校
考
》
の
専
論
が
あ
る
著
者
な
ら
で
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は
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

4
は
唐
代
の
初
皐
者
向
け
詩
随
一
子
書
の
流
行
に
借
侶
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
著
者
に
僧
侶
が
多
い
こ
と
、
寺
院
が

流
布
の
場
に
な
っ
た
こ
と
、
詩
向
学
童
日
の
分
析
的
殺
遮
が
借
侶
の
科
判

論
(
悌
典
、
本
文
の
文
脈
分
析
)
に
由
来
す
る
こ
と
な
ど
、

い
ず
れ
も
重

要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
論
詮
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
が

空
海
『
丈
鏡
秘
府
論
』
『
性
霊
集
』

や
園
仁
の
将
来
日
録
と
い
っ
た

日
本
の
資
料
で
あ
る
。

5
は
、
新
羅
を
代
表
す
る
詩
人
崖
致
遠
が
「
賓
貢
」
に
よ
っ
て
科



奉
に
及
第
し
た
、
と
い
う
記
述
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
こ
の
語
の
意

味
を
追
究
し
、
外
園
人
受
験
生
の
意
で
あ
る
(
た
だ
し
賓
貢
科
と
し
て

但
倒
立
し
て
お
ら
ず
、
逼
常
の
進
士
科
に
属
す
る
)
と
確
定
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
ち
ら
は

「
高
麗
史
』
『
高
麗
史
節
要
』
等
高
麗
の
資
料
が

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

6

「
李
鉦
『
百
家
詩
話
抄
』
小
考
」
と

7
「
廓
門
貫
徹
『
注
石
門

丈
字
樟
」
序
説
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
・
日
本
の
丈
献
の
考
察
で
、

中
国
典
籍
の
域
外
に
お
け
る
受
容
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

6
は
、
表
題
に
あ
る
一
八
世
紀
後
牛
の
朝
鮮
文
人
の
編
著
が
賓
は

『
随
園
詩
話
』

の
抄
出
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
李
証
自
身
は
衰

枚
の
丈
向
学
観
に
共
感
し
て
い
た
が
、
官
時
の
朝
鮮
丈
壇
と
は
相
容
れ

な
い
も
の
だ
っ
た
た
め
、
架
空
の
書
名
を
付
し
た
と
結
論
づ
け
て
い

る

7
は
、
北
宋
の
詩
借
と
し
て
著
名
な
畳
範
慧
洪
の
浩
翰
な
詩
文
集

「
石
門
丈
字
輯
」
三

O
巻
の
注
調
押
書
で
あ
る
表
題
の
書
に
つ
い
て
、

ま
ず
曹
洞
宗
僧
侶
で
あ
る
著
者
廓
門
貫
徹
の
惇
記
を
述
べ
、
そ
の
師

友
に
濁
庵
玄
光
・
町
山
道
白
・
加
熱
著
遁
忠
ら
名
だ
た
る
随
一
子
間
信
が
い

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
久
須
本
丈
雄
、
芳
賀
幸
四
郎
、
玉

書

評

村
竹
二
、
石
川
力
山
ら
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
中
世
曜
林
の
事
聞
の
惇

統
を
略
述
し
て
、
そ
の
流
れ
の
中
に
本
書
を
位
置
付
け
る
。

つ
い
で

本
書
の
引
用
丈
献
を
そ
の
引
用
回
数
と
と
も
に
列
奉
、

四
部
あ
わ
せ

て
三

O
二
種
に
及
ぶ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
方
で
、
同
時
代
の

詩
的
学
、
特
に
語
義
考
詮
の
護
達
な
ど
、
中
世
と
は
異
な
る
事
聞
の
深

化
に
も
歩
を
合
わ
せ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
騨
僧
の
皐
問
上
の
達
成
に
つ
い
て
は
、
無
著

道
忠
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
禅
宗
史
内
部
で
の
評
慣
に

止
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
。
黄
葉
信
が
江
戸
丈
化
全
睦
に
及
ぼ
し
た
影
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響
の
大
き
さ
は
、
主
と
し
て
美
術
史
の
方
面
か
ら
の
指
摘
に
始
ま
り
、

文
随
一
子
に
お
い
て
は
早
く
高
橋
博
巳
氏
の
著
作
で
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
(
『
京
都
套
苑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
ぺ
り
か
ん
枇
、

一
九
八
八
。

れ
と
は
別
に
、
高
橋
氏
の
濁
庵
論
に
つ
い
て
は
張
氏
も
本
書
二
六
三
頁
に
二
日

及
し
て
い
る
)
が
、
臨
済
・
曹
洞
に
闘
し
て
は
、
皐
際
的
研
究
に
乏

し
い
。
近
年
で
は
、
建
仁
土
寸
雨
足
院
の
高
峰
束
唆
に
つ
い
て
、
住
吉

朋
彦
氏
「
高
峰
東
唆
の
皐
績
」
(
『
文
皐
』
隔
月
刊
、

一
一
一
五
、
二

O

九
)
が
出
た
が
、
ま
だ
ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
皐
倍
、
著
作
は

数
多
い
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
は
、
そ
う
い
っ
た
現
肢
に
一
石
を
投
じ
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た
も
の
と
言
え
よ
う
。* 

* 

* 

論
文

7
は
、
『
注
石
門
文
字
騨
』
が
騨
皐
典
籍
叢
刊
五
(
臨
川
書
庖
、

二
0
0
0
)
に
牧
録
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
い
る
。
評
者
も
そ

れ
ま
で
、
不
明
に
し
て
こ
の
書
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
。
影
印
や

翻
刻
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
麿
く
知
ら
し
め
る
こ
と
が
撃
聞
の
推
進

に
不
可
紋
で
あ
る
こ
と
を
示
す
好
例
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
著
者

白
身
が
最
も
白
畳
す
る
貼
で
あ
っ
て
、
《
稀
見
本
宋
人
詩
話
四
種
》

(
江
蘇
古
籍
出
版
枇
、
二
O
O
二
)
《
朝
鮮
時
代
書
目
叢
刊
》
(
中
華
書
局
、

二
O
O
四
)
《
朝
鮮
時
代
女
性
詩
文
全
集
》
(
鳳
風
山
版
壮
、
二

O
一

《
注
石
門
丈
字
輯
》
(
貼
校
本
。
中
華
書
局
、
二
O
二
一
)
と
い
っ
た
資

料
刊
行
の
努
力
が
、
本
書
の
よ
う
な
研
究
と
表
裏
一
睡
と
な
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
の
漢
文
作
品
が

『
韓
園
文
集
叢
刊
』
『
韓
園
詩
話
叢
編
』
と

い
う
一
大
叢
書
に
集
成
さ
れ
、
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
閲

買
で
き
る
態
勢
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
、
著
者
を
含
め
て
全
世
界
の

研
究
者
を
ど
れ
ほ
ど
助
け
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

や
は
り
痛
感
さ
れ
る
の
は
、
日
本
に
お
け
る
資
料
整
備
の
立
ち
遅
れ

で
あ
る
。
五
山
丈
皐
に
お
い
て
は
、
『
五
山
丈
島
T

全
集
』
『
五
山
丈
島
T

新
集
」
ゃ
い
く
つ
か
の
叢
書
に
含
ま
れ
る
作
品
、

お
よ
び
未
翻
刻
・

未
紹
介
の
作
品
の
集
大
成
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
『
詩
集
日
本
漢

詩
』
『
日
本
詩
話
叢
書
』
そ
の
他
で
は
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
多
く

の
版
本
・
寓
本
を
集
成
・
紹
介
す
る
こ
と
、
こ
う
い
う
基
礎
的
作
業

も
、
研
究
と
同
時
並
行
で
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
仰
ぐ

べ
き
手
本
が
こ
こ
に
あ
る
、
と
い
う
の
が
本
書
を
通
覧
し
て
の
賓
感

で
あ
る
。
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以
上
、
蕪
雑
な
紹
介
に
終
始
し
た
。
専
門
外
の
事
柄
も
多
く
、
謹

) 、

み
遣
い
、
謹
み
落
と
し
も
多
い
こ
と
と
思
う
が
、
日
本
漠
丈
悶
晶
子
研
究

と
い
う
一
覗
酷
か
ら
の
評
と
し
て
ご
容
赦
願
い
た
い
。

な
お
、
本
書
末
尾
に
は
徐
雁
平
氏
に
よ
る
著
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
も
と
に
し
た
域
外
漢
籍
研
究
の
経
緯
や
現
況
が
遮
べ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
付
言
す
る
。

(
域
外
漢
籍
研
究
叢
書
第
二
輯
、
中
華
書
局
、
二
O
一
今
年
、

A
5
列
四
四
六
頁
)


